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○日時 令和４年６月20日 午前10時00分開会 

○場所 議場 

○議件 

１．一般廃棄物処理について 

 ①委員会としての反省と検証について 

２. 行政視察について 

───────────────────── 

○出席委員（６名） 

 委 員 長    松 浦 敏 司 

 副 委 員 長    近 藤 憲 治 

 委 員    石 垣 直 樹 

            金 兵 智 則 

            工 藤 英 治 

            澤 谷 淳 子 

─────────────────────── 

○欠席委員（０名） 

─────────────────────── 

○議 長    井 戸 達 也 

─────────────────────── 

○委員外議員（０名） 

─────────────────────── 

○傍聴議員（２名）    

       古 田 純 也 

       村 椿 敏 章 

 

○事務局職員 

事 務 局 長    林   幸 一 

次 長    石 井 公 晶 

総 務 議 事 係    早 渕 由 樹 

総 務 議 事 係    山 口   諒 

 

 午前10時00分開会 

○松浦敏司委員長 おはようございます。 

 ただいまから、文教民生委員会を開会いたしま

す。 

 本日の委員会は、所管事務調査と行政視察につい

て御協議いただきます。 

 まず初めに、一般廃棄物処理について、委員会と

しての検証でございます。 

 この間、正副で協議をしてまいりましたので、そ

の内容について、まず、副委員長のほうから御報告

お願いいたします。 

○近藤憲治委員 ただいま委員長からお話がござい

ました、この間の網走市のごみ処理手法の破綻に対

する検証についてですね、文教民生委員会としても

独自に行っていこうということで、正副委員長で、

これまでの議論をまとめる形で作成をさせていただ

きましたのが、お手元に配付をさせていただきまし

た、文教民生委員会としての検証を進めるに当たっ

ての当面の視座という資料でございます。 

 資料の１ですね、こちらにつきまして、簡単に御

説明をさせていただきます。 

 項目は大きく分けて、二つに分けてあります。 

 まず一つ目が、最終処分場が当初計画より早く埋

まっている原因、これは目の前に起きている現象を

まとめたものでありまして、市側の説明でも、この

間、何度も説明されておりますが、最終処分場が早

く埋まっている原因としては、生ごみの堆肥化が停

滞している、それから紙おむつの行き場が確立され

ていない、埋立ごみに資源物が混入しているとい

う、３点の理由が挙げられているわけなのですけれ

ども、これを一つ一つ深掘りしていくとですね、少

し見え方が変わってくると。 

 例えば、生ごみの堆肥化が停滞していると言いま

すが、分別協力率は、網走市はかなり高い割合で推

移をしておりまして、分別には協力していただいて

いるのだけれども、なぜか堆肥化ができていない、

それはなぜなのかという視点ですとか、埋立ごみに

資源物が混入しているという点でも、３割は資源物

だという言い分が市側にはあるようなのですけれど

も、６割強は分別がきちんとなされているわけで

す。 

 平均的な分別協力率から試算をした、最終処分場

の運用計画ではなかったというのが、本質的な問題

なのではないかという点もございます。 

 こういった点を少し深掘りをさせていただきた

い。 

 大項目の二つ目として、当初計画と現実がなぜこ

こまで大きく乖離をしたのかという点です。 

 これは、そもそも実現できないような、現実離れ

した処理計画をつくってしまったという入り口の問

題と、それから、現実離れした処理計画がつくられ
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てしまった背景ですね。 

 計画策定時において、コンサルタント業者や処理

業者の説明、提案に対して、本当にできるかとい

う、現実に即した検討や異なる視点からのセカンド

オピニオンを求めることなく、いい話だけをうのみ

にしてしまったという現実もあったのではないか。 

 では、その理由は何なのかという部分も掘り下げ

ていく必要がありますし、市民の皆さんからする

と、これだけ分別に協力しているのに、なぜ、最終

処分場はこのスピードで埋まっているのかという部

分もありまして、そもそも、市民の皆さんが協力し

やすい分別ルールだったのかどうかという点の検証

も必要であります。 

 また、現行のリサイクル施設や最終処分場は、完

成直後から様々の齟齬が明らかになっていました。 

 後追いで、結果的におむつは搬送して焼却しなけ

ればならないだとか、堆肥化施設は増強しなければ

ならないだとか、後追いの予算措置が必要でありま

したが、なぜ、このようなずれた規模感や設備にな

ってしまったのかということの検証も必要でありま

す。 

 また、計画が実際に動き始めてから、埋立量で言

えばですね、もう１年目から大きく乖離していたわ

けなのです。 

 しかし、そのずれがあるにもかかわらず、なぜ効

果的な改善や修正が図られなかったのかという部分

の検証も必要です。 

 以上、幾つかの視点で書かせていただいておりま

すが、今日は皆さんの御意見も伺いながらですね、

文教民生委員会としての検証作業を、これから進め

てまいりたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○松浦敏司委員長 今、副委員長のほうから、皆さ

んに報告を行いましたが、この後は休憩して、皆さ

んの意見などをまとめ、取りまとめをしながらとい

うふうに考えております。 

 今日、結論を出すというものではありませんの

で、率直な御意見を後ほど伺いたいと思います。 

 それでは、暫時休憩いたします。 

午前10時05分休憩 

午前10時59分再開 

○松浦敏司委員長 再開いたします。 

 休憩中に、いろいろ皆さんから御意見を頂いたと

ころであります。 

 前段で正副がお示しした、最終処分場が当初計画

より早く埋まる原因ということで、３点ほどありま

す。 

 それから、当初計画と現実の乖離の原因というこ

とでは11項目ほどありました。 

 そういった中で、こういったチェックポイントと

なる問題であるということで、今後の計画にはこう

いったものをしっかり活かしていくということが大

事だというような、こういう意見もございました。 

 いずれにしても、今回のこの検証が、これででき

上がったというものではありませんので、今後ま

た、理事者側から出てくる反省と検証というのもあ

ると思いますし、そういった状況も見ながら、今後

またこれらを充実させていくというふうにしていき

たいというふうに考えております。 

 ということで、今日のところは、この部分につい

ては、終了したいと思いますが、それでよろしいで

しょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

 では、そのようにいたします。 

 

○松浦敏司委員長 では、次に、行政視察について

移りたいと思います。 

 ６月17日の当委員会において、10月に実施するこ

とに決定いたしました、行政視察についてでありま

す。 

 本日の委員会では、委員の皆さんから視察項目、

視察先などについて、案を出していただきたいとい

うふうに思っております。 

 視察項目、あるいは視察先について、皆さんから

の御意見を伺いたいと思います。 

 どなたからでも。 

○澤谷淳子委員 頂いている資料で、本当にどこも

みんな見たいくらいなのですけれども、バイオガス

化と焼却処理を両方やっている、兵庫県の、読めな

いけれども……南但……とか、組み合わせてやって

いるところを見てみたいなと思いました。 

 ここに、南但にしろというのではないですけれど

も。 

○松浦敏司委員長 ほかにどうですか。 

○金兵智則委員 今回の視察については、やはり網

走市の一番の問題となっている廃棄物処理関係で、

やはり、中間処理は様々な今、技術が出てきており

ますので、中間処理に対しての視察、ちょっと広域

というところまで手を伸ばす広域についてはね、ち

ょっとほかのところでも見るので、やはり中間処理
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を中心に、先進的なことをやっている市、町を、正

副委員長のほうでお任せをしてというのはちょっと

御負担かもしれないですけれども、検討していただ

いて、お示しをしていただくという方法がいいのか

なというふうに思います。 

○松浦敏司委員長 ほかにありませんか。 

 澤谷委員のほうからもありましたし、案と言いま

すか、特徴的な、先進的な場所については、皆さん

のお手元に資料もあると思います。 

 では、今、金兵委員から提案があったように、正

副のほうである程度まとめて、後ほど決まった段階

での確認をしていきたいというふうに思います。 

 ただ、視察先については、今、コロナの状況があ

る程度落ち着いているとはいえ、受入れを断るよう

な自治体もあるかもしれません。 

 それは、そのときにまた対応を考えていきたいと

いうふうに思います。 

 では、そのようなことで、正副で今後決めていき

たいと思います。 

そういうことで、今日のところは終了したいと思

いますが、よろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

 では、これで文教民生委員会を終了いたします。 

 御苦労さまでした。 

             午前11時04分閉会 


